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概 要　私の 提唱する慢性骨盤内感染症患者と は 現代医学 の 進歩 し た 臨床検査で も陽性結 果 が 得 られな い

た め，現代医学 で は 「疾患 は な い 」「異常は な い 」 と診断 さ れ な が ら尚 且 ，自律神経性愁訴 に 悩 み続け て
い る ．一一群の 患者 で あ る．

　私 は 慢性骨盤 内感染症の 診断に 当つ て は 自律神経症状，月経 異常，骨盤内圧痛 の ト リ ア ス を め や す に

し て い る が
， 今 回私 の 考案し た質問紙法 を子宮癌検診時 に 応用 し て 188名 の 婦人 を 調査 した ，

　そ の 結果 自律神経指数 10以上 を示 した 71名 の 中49名が慢性骨盤 内感染症 と診断され，指数 9以 下の 177
名 の 中該患者 は 34名 に す ぎな か つ た 。以上 の こ と か ら私 の 考案 した 篩別一質問紙法 は 双合診以前 に

一般
外来，入院患者 の 中か ら慢性骨盤内感染症 を 抽 出す る の に 役立 つ と思わ れ る、
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　　　　　　　　　 緒　　言

　私は 既 に 多彩 な 自律神経症状， 月経異常，骨盤

内圧痛を F リア ス とす る慢性骨盤 内感染症の存在

を提 唱 し， こ の もの が 自律神経失調症や心 身症を

もひ きお こ す ケ ー
ス が 意外 と多 い こ とを指摘 し

た
1 ｝2 ｝．今 回質間紙法を考案 し，子 宮癌の 集団検診

時に 応用 して みた 結果，該感染症 の 篩別 に利用 出

来る こ とをを知 つ た の で こ こ に 報告す る．

　　　　　　 研究対象お よ び方法

　慢性骨盤 内感染症患者500名 の もつ 症状 とそ の

発現頻度を列記 した の が表 1 で あ る．こ れ よ り，

患者の 50％以上 に 発現す る症状を選 び慢性骨盤内

感染症を篩別 す る質問紙表 （表 2）を作つ た ，こ

の質問紙法で は 被検 者に 現われた 症状 の 項 目数 を

数え ，
こ れを 自律神経指数 autonomic 　nerN 「ous

syndrome 　index （A ．N ．L）と称す る こ とに する 。

さ て 入院の 瞹性骨盤 内感染症患者 251名 に つ き A ．

N ．1．数値 と骨盤 内圧痛 と の 関係 を調査す る と表 3

の 如くで あ る．

　患者 の A ．N ．1．数値 が 増加 す れば 骨盤 内圧 痛 が

増強す る傾 向に あ り，A ．N ．1，数値 が 10以一．ヒに な る

とそ の 96．8％に 骨盤 内圧 痛 が 強度 〜中等度 と な

る．

　骨盤 内圧痛 に つ い て は 両側附属器，両側骨盤内

結合織 膀胱烹 角の 圧痛を検 し
， そ の うち の 最強

の もの をと り骨盤 内圧痛 を表現 し，強度，中等度，

弱度 ， な しの 4段 階 に 分類す る ．更に 入 院患者251

名 の A ．NJ 数 値 と冲中氏 メ コ リ
ー

ル 試 験 に よ る

自律神経 の 状態（正 常型＝N 型，交感神経緊張型 ＝

S 型 ， 副交感神経緊張型 ＝ P 型） との 関係は表 4
の 通 りで ある。

　患者 の A ．NJ 数 値 が増加 す る と 自律 神経 の 失
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表 1　 憇者の 持つ 各愁 訴 の 発現 頻 度 〔500名 ）

1，』臨工管運動 神 経 障
’
書 襟 ；1．li．，／状

　 1） 冷感

　 　 ド肢 の み

　 　 腰の み

　 　 ド肢 ・腰

　 　 四 肢

2）心
．1季亢進

3〕 熱感

4）逆 」：感

　 5） 頻 脈

　 6）遅脈

2，縞 神神経 障害 様才∫｝i状

　1）頭 踊，鎖 亟

　2） 興 響性 1L進 ・變欝

　 3＞　6己金名ノJ減退

　 4） 眩暈

　5） 肥迫 感，恐 怖 感

　 6） 1．嶋
　 7）閃 光硯

　 8） 不 眠

　 9）　峯見丿Ji咸退

10）嗜 眠

ll） 聴力減退

3，知覚障害症 状 お よ び感 覚異 常

　 1） 皮膚 感覚 の 異常

　 　 シ ビ ン 感

　 　 蟻 走感

　 　 痰痒感

　 　 鈍麻

　 　 知 覚過 敏

　 2）　4く
．
快クLX　（全身違 雫口き惑）

4．運動器障害 症状

　 1） 眉 凝

（f夕II数 ）

4558526325193432651961916

（比 率）

91 ．017

．Q5
．265
、03

，868

．653

，039
．23

、83
．2

475 　　　　95．0
464 　　 92．8
442 　 　 88，4
255 　　 51．0

162　　 32．4
1Z3　 　 24．6
U6 　 　 23．2

130　　　　26，｛〕

69　 　 13．8

39　　　7 ．8

27　　　5 ．4

297　　 59 ．4
139　　 27 ．8

21　 　　 4 ．2

58　　 11．6

47　　　 9．4

16　　　 3 ．2

17　　 　 3，4

131　 　 26 ，2

454　　 90，8

2） 腰 痛

3）腓 筋痛

4） 関節痛

5） 脊柱 埔

5．分泌旨：÷官障 警症 状

　 正） 口 唇，「1内乾燥感

2） 獪 「

6．泌曜器 富障 害症 状

　 　 頻尿，排 尿癌，残尿感

7、消化器障磐 疽｛状

　1）鼓揚，
．
ド腹離膨満感

　 2）便秘

　 3） 食欲 不 振

　 4） 悪心

　 5） 下痢

　 6）嘔吐

8．性器障害症 状

　 1〕 月経 H 数短縮

　 2） 月経 跿の 減 鰯：

　 3）　月経．血 鮮紅 色f匕
　 4） 月経 痛

．

　5＞月経 前の ド腹部膨満感
　 　 沌 た は 下腹痛 ・腰 痛

　 6） 不 IF性 器 出 血

9．そ の 飽の 向覚症 状

　 1）　F腹 部疼痛

　 2）疲 労感 ・易疲 労性

　 3） 呼 吸 困 難
・息 切れ

r
人息 き

10．他覚的症 状

　 1）湾ζ腫 〔1 と して 兵）

　 2） 肥 満

　 3） 顔面 色 素沈着

　 4） 羸痩

46蓐　 8］、0

62　　　12，4

51　　 10，2

11　 　 　 2 ．2

181　　 36．2

104　　 20 、9

292 　　 588

389 　　 　 77．8
254 　 　 50．8

170　　 34，0

152　　 30，4

20　　 　 4．o

工6　　 　 3．2

377　　 　 75 ．4
377　　　　75 、4

394　　 78．8
365　 　 73．0

375　 　 　75 ．U

479 ．4

302 　 　 60 ，4

490　　　98．0

368　　　　73 ．6

42　 　 　 8．4

53　　　 玉U．6
318 　　 63．6
196　 　 　 39．2

調を現わ し，A ．N 工数値 が 5 〜 9 の 中に も指 律神

経失調が 起 つ て い る もの もある が ， A．NJ 澂 値 が

1 以上 に なる とその 86，6％ に 自律神経失調を起 こ

して い る．そ こ で A ．N ．1．数値が 10以 Lで 月経異常

（月経 の 鮮紅色 ， 月経前症状，月経時症状 の 3項 目

を重視） を伴 う時は
， 直 ち に 治療を要する と考 え

た 。

　そ こ で 今回 の研究 の 対 象 と し て は 子宮癌集団検

診に お い て
， 質問紙法を 施行 し，且 内診する機会

を得た 婦入 188名で ，そ の 内訳は 日程 順 に従 い 平垣

地農村 A 地 区36名，山地農村 B 地区80名，1［皰 農

村 C 地 区72名 で あ る。

　　　　　　　　　研 究成績

　 3 地 区 被検診者 の A ．N ．1．数 値 と月経 異常 の 有

無 圧痛の 程度 との 関係を表 した の が表 5 で ある e

　後述す る如 く，私は 永年の 臨床経験か ら，時を

お い て く りか え され た 双 合診上 の 圧痛 の 増強は 慢

性骨盤 内感染症の 進行を意味す る もの と考 え て い

る．

　そ こ で ，A 地 区の A ．N ．1．数値 10以上，圧痛が強

〜中で 月経異常 の ある 5 名 と，閉経後の 2名は 慢

性骨 盤内感染症 をつ よ く疑 い ，AN ．1，数値 9 〜 5

で 圧 痛強〜中，而も月経異常 の あ る 3 名 と，閉経

後の 3 名 は 該感染症が
一．一
応考 え られ る とした 。

　同 様 に B 地 区 の A ．N ．L数 値／0以 上 で 丘 痛 強
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表 2 　 私 の 考案 せ る 質問紙法

1 熱感 ， 逆 ．ヒ

2 心 悸亢進

3 冷 え症 （四 肢，下肢，腰 部）

4 頭痛 ， 頭重

5 眩 暈，立 ち くらみ

6 耳 鳴，聴 力減 退

不 眠，嗜眠，

閃光視，視力減退

7 記億 力減退

8 興 奮 憾 亢進，憂 欝

9 皮膚 感覚異常 （シ ビ レ 憲 疼痛，鈍麻，

掻痒 感 ， 蟻 走感）

i　 嗅 覚異 常，味覚異常，平衡 感覚異常，不 快感

10 ト 肩凝 ，首筋の 凝

11 腰痛，腰だ る い

正2 食欲 不振，悪心，嘔 吐

13 下 腹 部膨 満感

14 下腹 部疼痛

15 便秘

16
旨 発托 口唇乾燥 口腔乾燥噸

17　i 頻尿，残 尿 感，排 尿 痛

18 月経 の 周 期 の 変化

19 月 経量 （減少，増加 ）

20 月経血鮮紅 色化

21 月経前 ド腹 部膨満感又 は 疼痛

22 月経 痛

23 疲 労 感，易疲 労性，朝起 ぎに くい

24 呼 吸 園 難，息 切れ ，大 息 き

25 顔面 色素沈着 （班 状，ビ 漫性）

〜中 ， 月経異常の あ る 11名 と閉経後 の 7名 は 該感

染症が つ よ く疑わ れ ， A ．N ．L数値 9 〜 5，圧痛強

表 3　
・
漫挽 骨盤 内感染症患者251名 の ANI 数値 と

　骨盤 内圧 痛 と の 関係

圧痛
ANI 数値

強 中 軽 な し 計

10以上 17337 7 0217

5〜9 16 9 4 0 29

4 以 下 2 2　 11 0 5

合　計 19148i12
一

0251

表 4　慢性 骨盤内感染症患者251 名の ANI 数 値 と

　 自律神経状態 との 関 係

沖 中氏 メ コリ ー
ル 試

　 　　 　験 に よ る 分類
ANI 数値

S型 P型 N 型 合 計

10以 上 6911929217

5〜9 1 72129

4 以下 o 14 5

合．訓
．

70127 54251

〜中で 月経異常の ある 3名 と閉経後 の 4名は該感

染症カミか な り考え られ る．

　また C 地 区 の A 、N ．1：数値 10以 上 で 圧痛強 〜中，

そ し て 月経異常 の ある 14名 と， 閉経後の 6 名は 該

感染症 を つ よ く疑 い ， A ．N ．1数 値 9 〜 5 で 圧痛強
〜申 ， 月経異常の あ る 3名 と閉経後 の 6 名は該感

染症の 可能性 あ りと一応考えた の で ある。

　　　　　　　　考案な ら び に結論

　表 5 を通覧 して ， 私 は A ．N ．L数値 10以上 の 場合

を篩別上 陽性 とし て 注 目 し た ．

　 A 地 区 の AN ，1，数値 10以 上 と月経 異 常 に よ る

篩鋼 で は検診を受 けた有 月経者21名中 6名が ふ る

い わ げ られ ， 双合診 に よ り 5 名が強〜中の圧痛 を

訴 えた （5／6≒ 83．3％）．閉経者 で は 15名中 3名が

表 5 　子宮癌集団 検診に お け る ANI 数値 と 月縄異常 の 有無並 び に 圧痛 との 関係

A 、N ．L数値 王o以．上 9 〜5 4〜o

月経異常 の 有無 有 無
閉

経
後

有 無
閉
経
後

有 無
閉
経
後

　平坦地 農村
A 地 区被検診者
　 　 36名

圧

痛

強〜中 5o2323211

弱〜な し 蔓 11314114

　山地 農村
B 地 区被検診 者
　 　 8G名

圧

痛

強〜中 11173240o1

弱〜な し 7 工 361151125

　山地 農村
C 地醒 被検診者
　 　 74名

圧

痛

強〜中 143631
　 …

6011

弱〜な し 51255 　　 22 　 　　 510
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篩別 され，双合診 に よ り 2名が 強〜中 の 圧痛を訴

えて い る （2／3≒ 66．6％）。

　又 ， B 地区 で は 有月経老 55名中 18名が篩別 され ，

そ の 中11名 が 強〜中 の 圧 痛 を 訴 えた （11／18÷

61，1％）．閉経者で は 25名 中10名が ふ る い わ けられ

7名に か な りの 圧痛を み と め た （7／10＝ 70．0％）。

　更 に C地 区 で は 有月 経老45名中19名 が 篩別 さ

れ，双合診に よ り14名が，又 ， 閉経老で は 27名 中

8名がふ る い わ け られ 双合診で 6名が 強〜中の 圧

痛を訴 え た （14／19ヰ 73．6 ；6／8 ＝ 75，0％）．

　以上 の 成績か ら有 月経者で A ．N ．1．10LJ上 ， 而 も

月経異常 の あ る者 ， 閉経者で も A ．N ．1．10以上 の 場

合 に は 内診すれば 可成 り高率で 骨盤内圧痛 の存す

る こ とを知 つ た 。

　骨盤 内圧痛イ コ
ール 骨盤 内感染症 とは ゆ かぬ で

あろ うが，私は 永年 ， 慢性骨盤内感染症 の 原因 と

発生 に つ い て 検索を行 い
2 ）

， 該感染症患者に お い

て は そ の 子 宮 ， 卵管に 病理組織学的 な炎症 の 第 2

期所見 こ そ無い が ，血 管拡張 あ り， 腹水検査で は

生化学的に 炎症性所見を或 る程度認 め た ．そ こ で

こ れ らは 炎症の 第 1期 の 変化で あろ うと考 えた の

で ある
3 ）
．第 1期で 炎症 の 進行が終焉し ， 第 2 期 に

移行 しな い こ と もあ る とい う考え方は 許 されな い

で あろ うか
3〕

n 私 は 慢性骨盤内感染症 は 現代医学

の 定義す る炎症以下 の 次元 の 炎 症類似反応 で あ

り，その 大切 な臨床的表現の 1 つ が骨盤 内圧痛 で

ある と考え て い る、

　私の 考案した篩別一質問紙法は ，現代 医学 の 粋

を集め た 臨床検査を駆使す る もそ の 実態が つ か め

ぬ まま，半ぽ放置 され苦 しん で い る女性特有の 疾

患群の 双合診以前で の ふ る い わ けに或 る程度役立

つ の で は な い か と考え る e
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